光永眠雷 「西郷隆盛肖像」 の成立 by 中元 崇智
は
じ
め
に
西
郷
隆
盛
は
明
治
維
新
に
お
け
る
薩
摩
藩
の
政
治
指
導
者
、
そ
し
て
明
治
維
新
後
は
明
治
政
府
の
中
枢
を
担
い
、
参
議
・
陸
軍
大
将
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
一
年
、
東
京
上
野
公
園
に
西
郷
隆
盛
銅
像
【
図
１
】
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
は
日
本
で
も
っ
と
も
有
名
な
銅
像
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
の
西
郷
銅
像
は
主
に
美
術
史
の
分
野
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
青
木
茂
氏
は
西
郷
銅
像
の
特
徴
や
制
作
者
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
絵
画
論
か
ら
指
摘
し
た
(
１)
。
ま
た
、
吉
田
千
鶴
子
氏
は
西
郷
銅
像
の
建
設
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
一
方
、
西
郷
銅
像
の
犬
に
つ
い
て
も
言
及
し
(
２)
、
田
中
修
二
氏
も
彫
刻
家
後
藤
貞
行
が
西
郷
銅
像
の
犬
を
制
作
す
る
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
(
３)
。
恵
美
千
鶴
子
氏
は
宮
内
省
や
東
京
府
の
公
文
書
を
分
析
対
象
に
加
え
て
、
西
郷
銅
像
建
設
の
経
緯
と
そ
の
像
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
(
４)
。
恵
美
氏
は
西
郷
銅
像
の
設
置
場
所
が
当
初
宮
内
省
か
ら
許
可
さ
れ
た
宮
城
前
(
皇
居
前)
で
は
な
く
、
最
終
的
に
上
野
公
園
へ
移
っ
た
理
由
に
つ
い
て
明
治
二
五
年
一
月
一
二
日
付
の
井
上
毅
意
見
書
を
参
照
し
て
、
華
族
た
ち
の
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
、『
読
売
新
聞』
の
社
説
か
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(筆者撮影)
ら
、
西
郷
が
西
南
戦
争
を
起
こ
し
た｢
国
賊｣
だ
っ
た
点
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
恵
美
氏
は
西
郷
銅
像
が
陸
軍
大
将
の
軍
服
か
ら
和
服
姿
に
な
っ
た
経
緯
も
指
摘
し
、
西
郷
銅
像
が
素
朴
で
国
民
が
愛
慕
す
る
西
郷
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
寄
与
し
、
国
民
の
英
雄
と
し
て
敬
愛
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
恵
美
論
文
は
実
証
的
で
優
れ
た
研
究
で
あ
り
、
以
後
の
西
郷
銅
像
に
関
す
る
諸
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
(
５)
。
し
か
し
、
恵
美
論
文
は
宮
内
省
や
西
郷
銅
像
を
建
設
し
た
発
起
人
側
の
史
料
が
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
明
治
二
五
年
に
西
郷
の
銅
像
が
宮
城
前
か
ら
上
野
に
移
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
な
お
疑
問
が
残
る
。
一
方
、
西
郷
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
村
野
守
治
氏
が
西
南
戦
争
関
連
錦
絵
の
点
数
(
一
一
四
一
点
、
六
一
一
場
面)
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
西
郷
の
錦
絵
に
虚
構
が
多
く
、
西
郷
に
髭
が
生
え
た
錦
絵
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
(
６)
。
し
か
し
、
錦
絵
以
外
の
数
多
く
描
か
れ
た
西
郷
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
個
別
実
証
的
な
学
術
研
究
は
管
見
の
か
ぎ
り
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
特
に
西
郷
銅
像
建
設
後
に
描
か
れ
た
西
郷
像
に
つ
い
て
は
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
西
郷
隆
盛
銅
像
が
な
ぜ
宮
城
前
か
ら
上
野
公
園
に
移
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
上
で
、
西
郷
銅
像
建
設
後
に
描
か
れ
た
、
光
永
眠
雷
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
枚
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
な
ぜ
描
か
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
政
治
的
背
景
や
歴
史
観
に
迫
り
た
い
。
一
、
西
郷
隆
盛
銅
像
の
上
野
移
設
と
政
治
的
背
景
明
治
三
一(
一
八
九
八)
年
一
二
月
一
八
日
、
高
村
光
雲
・
林
美
雲
・
後
藤
貞
行
が
制
作
し
、
岡
崎
雪
声
が
鋳
造
し
た
西
郷
隆
盛
銅
像
の
除
幕
式
が
上
野
公
園
に
お
い
て
、
挙
行
さ
れ
た
(
７)
。
こ
の
銅
像
は
元
々
、
宮
城
前
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
明
治
二
三
(
一
八
九
〇)
年
七
月
二
八
日
、
銅
像
発
起
人
総
代
樺
山
資
紀
(
薩
摩
藩
出
身
・
海
軍
大
臣)
、
九
鬼
隆
一
(
三
田
藩
出
身
・
特
命
全
権
公
使
兼
帝
国
博
物
館
総
長
兼
宮
中
顧
問
官)
が
東
京
府
知
事
に
西
郷
銅
像
の
宮
城
正
門
外
設
置
を
願
い
出
る
た
め
添
翰
願
を
提
出
、
八
月
八
日
東
京
府
知
事
か
ら
宮
内
大
臣
に
こ
の
建
設
願
を
上
申
し
た
(
８)
。
そ
し
て
、
明
治
二
四
年
九
月
一
四
日
、
土
方
久
元
宮
内
大
臣
が
宮
城
正
門
外
に
西
郷
銅
像
の
建
設
を
許
可
し
た
が
、
そ
の
決
定
を
宮
内
大
臣
か
ら
東
京
府
に
伝
達
す
る
公
文
書
に
は
｢
宮
城
正
門
外｣
と
の
み
記
さ
れ
、｢
但
場
所
ノ
義
ハ
追
テ
相
達
ス
ヘ
シ｣
と
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具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
指
定
し
て
い
な
か
っ
た
(
９)
。
し
か
し
、
明
治
二
五
年
一
二
月
八
日
、
宮
内
省
は
宮
城
正
門
外
の
設
置
許
可
を
｢
詮
議
ノ
次
第
有
之
取
消｣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
但
書
で
｢
上
野
公
園
地
内
ニ
建
設
ノ
望
有
之
候
得
ハ
博
物
館
長
ニ
協
議
ノ
上
場
所
選
定
更
ニ
出
願
致
サ
ス
ヘ
シ｣
と
記
さ
れ
て
い
た
(
)
。
こ
の
時
の
帝
国
博
物
館
長
は
出
願
者
の
九
鬼
隆
一
そ
の
人
で
あ
り
、
上
野
公
園
は
そ
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
九
鬼
ら
発
起
人
は
明
治
二
六
年
三
月
一
五
日
に
上
野
公
園
地
内
へ
の
建
設
を
願
い
出
て
、
同
年
四
月
一
三
日
に
設
置
許
可
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
恵
美
氏
は
井
上
毅
の
意
見
書
に
付
記
さ
れ
た
｢
故
贈
三
位
西
郷
隆
盛
ノ
記
念
碑
ヲ
丸
ノ
内
ニ
建
設
ス
ル
ノ
事
ニ
付
テ
ハ
未
ダ
世
ニ
発
表
セ
ズ
ト
雖
、
既
ニ
物
議
ノ
種
子
ト
ナ
リ
、
殊
ニ
華
族
中
ニ
不
服
ノ
言
ア
ル
ヲ
聞
ク｣
と
の
文
言
を
取
り
挙
げ
て
華
族
の
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
(
)
。
そ
の
上
で
、
恵
美
氏
は
『
読
売
新
聞』
が
社
説
で
｢
国
賊｣
西
郷
の
銅
像
を
宮
城
正
門
外
に
建
設
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
華
族
た
ち
が
反
対
し
た
理
由
を
西
郷
が
｢
国
賊｣
で
あ
っ
た
た
め
と
推
測
し
て
い
る
が
(
)
、
具
体
的
に
反
対
し
た
人
物
や
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
西
郷
銅
像
の
上
野
移
設
に
関
し
て
重
要
と
な
る
の
が
、
明
治
二
五
年
一
二
月
に
西
郷
銅
像
の
設
置
許
可
を
取
り
消
し
た
宮
内
省
と
そ
れ
に
応
じ
た
銅
像
発
起
人
総
代
樺
山
資
紀
、
九
鬼
隆
一
ら
の
動
向
で
あ
る
。
当
時
の
宮
内
大
臣
は
土
方
久
元
(
土
佐
藩
出
身)
、
宮
内
次
官
は
花
房
義
質
(
岡
山
藩
出
身)
で
あ
っ
た
が
、
杉
孫
七
郎
皇
太
后
宮
大
夫
(
長
州
藩
出
身)
は
花
房
に
対
し
て
西
郷
銅
像
の
宮
城
正
門
外
建
設
を
懸
念
し
、
批
判
的
な
立
場
を
示
し
て
い
た
。
杉
は
明
治
二
五
年
一
月
九
日
、
花
房
に
対
し
て
書
簡
を
送
り
、｢
西
郷
隆
盛
銅
像
西
丸
下
旧
元
老
院
辺
へ
建
設
之
事
ハ
業
已
ニ
大
臣
よ
り
思
食
伺
定
発
起
人
へ
内
達｣
さ
れ
る
こ
と
が
新
聞
紙
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
諸
有
志
が
議
論
し
｢
新
聞
論
説
を
以
西
郷
末
路
ノ
事
ヲ
引
出
し
論
し
宮
城
下
ニ
銅
像
建
設
之
不
都
合
ヲ
論
し
候
勢
ニ
可
相
成｣
と
観
察
、
考
慮
を
促
し
て
い
た
(
)
。
そ
し
て
、
杉
は
花
房
に
薩
摩
藩
出
身
の
元
勲
黒
田
清
隆
や
長
州
藩
出
身
の
元
勲
伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
、
内
務
大
臣
の
品
川
弥
二
郎
ら
と
｢
篤
と
御
協
議｣
す
る
よ
う
に
促
し
た
の
で
あ
る
。
杉
は
｢
西
郷
氏
ノ
功
と
罪
と
ハ
自
ラ
天
下
之
公
論
可
有
之｣
と
見
て
お
り
、
西
郷
を
｢
終
始
勤
王
ノ
功
ヲ
全
し
て
死
候
維
新
之
功
臣｣
と
同
列
視
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
杉
は
西
郷
銅
像
建
設
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
憂
慮
し
て
お
り
、
花
房
に
薩
長
の
元
勲
ら
と
の
協
議
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
杉
は
一
月
一
四
日
付
花
房
宛
書
簡
の
中
で
、
一
二
日
朝
に
発
起
人
総
代
で
宮
中
顧
問
官
を
兼
任
す
る
九
鬼
と
面
会
し
、
西
郷
銅
像
に
関
す
る
自
ら
の
意
見
と
｢
世
人
之
議
論
等
実
ニ
不
穏
ニ
而
考
候｣
と
伝
え
て
い
る
(
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九
鬼
は
｢
業
已
銅
像
建
設
之
地
ハ
西
城
下
ハ
不
都
合
ニ
候
上
野
公
園
中
へ
な
る
も
致
度
事
ハ
樺
山
氏
ニ
ハ
申
談
置
同
氏
も
同
感
ニ
有
之｣
と
回
答
し
、
宮
城
前
(
西
城
下)
が
西
郷
銅
像
に
不
都
合
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
樺
山
と
と
も
に
西
郷
銅
像
を
上
野
公
園
に
移
す
形
で
も
建
設
し
た
い
と
の
意
志
を
示
し
た
。
こ
の
際
に
、
九
鬼
は
建
設
有
志
者
に
は
伝
え
て
い
な
い
が
、｢
い
つ
れ
場
合
を
見
合
て
西
城
下
ハ
差
止
候
心
付
ニ
而
安
神
致
呉
候
様
の
確
答｣
を
し
て
お
り
、
杉
も
｢
西
城
下
云
々
之
事
ハ
都
合
を
以
御
取
消
願
出
候
方
穏
当
と
考｣
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
九
鬼
も
こ
の
前
後
と
推
定
さ
れ
る
時
期
、
杉
に
書
簡
を
送
り
、
｢
併
該
件
(
西
郷
隆
盛
銅
像
―
筆
者
注)
委
員
若
物
(
マ
マ)
共
之
情
勢
ニ
於
而
目
下
説
破
致
シ
難
キ
次
第
有
之｣
と
伝
え
、
銅
像
設
置
場
所
の
変
更
に
対
し
て
委
員
の
｢
若
物
(
マ
マ)
共｣
が
納
得
し
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
(
)
。
そ
の
上
で
、
九
鬼
は
｢
必
然
願
下
げ
之
順
序
ヲ
執
リ
候
積
ニ
御
座
候
次
第｣
と
、
宮
城
前
建
設
の
願
書
取
り
下
げ
に
言
及
し
て
い
る
が
、｢
万
一
此
際
速
ニ
願
下
げ
相
成
兼
候
事
情｣
が
生
じ
た
場
合
は
｢
事
ニ
よ
り
御
許
可
御
取
り
消
し
之
運
ヲ
願
候
哉
も
可
被
図
候｣
と
宮
内
省
に
よ
る
許
可
取
消
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
西
郷
銅
像
の
建
設
場
所
を
宮
城
前
(
西
丸
下
旧
元
老
院
跡)
と
す
る
こ
と
に
宮
内
省
内
で
批
判
を
唱
え
た
の
が
杉
で
あ
っ
た
。
長
州
藩
出
身
の
杉
は
西
南
戦
争
の
首
謀
者
西
郷
を
｢
維
新
之
功
臣｣
と
同
列
視
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
、
銅
像
発
起
人
総
代
で
宮
内
省
と
も
関
わ
り
の
深
い
九
鬼
と
面
会
し
、
九
鬼
か
ら
西
郷
銅
像
の
｢
西
城
下
ハ
差
止｣
と
の
確
約
を
得
て
い
た
。
一
方
、
九
鬼
や
樺
山
も
宮
城
前
が
不
都
合
で
あ
れ
ば
、
九
鬼
が
館
長
を
務
め
る
帝
国
博
物
館
の
管
理
下
に
あ
っ
た
上
野
公
園
へ
の
西
郷
銅
像
建
設
に
同
意
し
て
い
た
。
杉
と
九
鬼
ら
西
郷
銅
像
発
起
人
の
こ
う
し
た
交
渉
も
あ
っ
て
、
西
郷
の
銅
像
は
明
治
二
五
年
一
二
月
八
日
に
宮
城
正
門
外
の
設
置
許
可
が
取
り
消
さ
れ
、
翌
年
四
月
一
三
日
に
上
野
公
園
へ
の
設
置
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
西
郷
隆
盛
銅
像
に
対
す
る
批
判
と
キ
ヨ
ソ
ネ｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
紆
余
曲
折
の
末
、
上
野
公
園
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
西
郷
隆
盛
銅
像
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に
つ
い
て
は
多
く
の
異
論
が
寄
せ
ら
れ
た
。
除
幕
式
に
臨
席
し
た
、
西
郷
隆
盛
の
未
亡
人
イ
ト
は
｢
ア
ラ
ヨ
ウ
、
宿
ン
し
は
、(
家
の
人
は)
こ
げ
ん
(
こ
ん
な)
人
じ
ゃ
な
か
っ
て
え
(
な
か
っ
た
の
に)｣
と
叫
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
の
発
言
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
平
素
礼
儀
正
し
か
っ
た
西
郷
が
膝
ま
で
の
着
物
に
兵
児
帯
姿
だ
っ
た
か
ら
と
す
る
説
や
西
郷
本
人
と
顔
が
違
う
か
ら
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
西
郷
銅
像
が
本
人
に
似
て
い
な
い
(
？)
と
思
っ
た
の
は
イ
ト
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
西
郷
銅
像
建
設
の
発
起
人
総
代
樺
山
資
紀
の
養
子
、
樺
山
愛
輔
は
｢
こ
れ
を
製
作
す
る
に
は
、
高
村
光
雲
氏
は
随
分
苦
心
し
た
ら
し
い
。
何
と
し
て
も
西
郷
さ
ん
の
特
徴
で
あ
っ
た
唇
の
感
覚
が
出
な
い｣
と
具
体
的
に
唇
が
似
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
(
)
。
西
郷
銅
像
の
木
型
を
制
作
し
た
、
高
村
光
雲
本
人
も
西
郷
の
写
真
が
な
く
、
顔
を
再
現
す
る
の
が
困
難
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
(
)
。
そ
の
た
め
、
高
村
は
西
郷
の
従
兄
弟
大
山
巌
な
ど
に
、
細
か
く
西
郷
の
顔
に
つ
い
て
尋
ね
て
銅
像
を
制
作
し
た
と
し
て
お
り
、
高
村
は
｢
其
れ
を
ド
ウ
や
ら
斯
う
や
ら
纏
め
ま
し
た
が
併
し
自
分
な
が
ら
不
完
全
で
恥
ぢ
入
り
ま
す｣
と
述
懐
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
六
年
政
変
当
時
参
議
で
あ
り
、
西
郷
と
と
も
に
下
野
し
た
板
垣
退
助
も
｢
所
が
世
間
に
伝
は
る
写
真
油
絵
石
板
の
類
は
申
す
に
及
ば
ず
上
野
の
銅
像
ま
で
私
の
記
臆
(
マ
マ)
す
る
所
と
は
非
常
の
相
違
で
あ
る｣
と
述
べ
て
お
り
、
西
郷
の
顔
と
銅
像
が
違
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
(
)
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
西
郷
が
写
真
を
嫌
っ
て
い
た
た
め
に
、
西
郷
の
写
真
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
(
)
。
西
郷
の
写
真
に
関
し
て
は
、
西
郷
の
長
子
で
京
都
市
長
と
な
っ
た
西
郷
菊
次
郎
が
｢
父
は
生
前
写
真
と
い
ふ
も
の
は
唯
の
一
度
も
取
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん｣
と
述
べ
て
い
る
(
)
。
ま
た
、
板
垣
も
｢
元
来
西
郷
と
云
ふ
人
に
は
写
真
と
云
ふ
も
の
が
な
い｣
と
述
べ
て
お
り
、
西
郷
の
写
真
を
参
考
に
し
て
銅
像
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
た
め
、
上
野
公
園
の
西
郷
銅
像
制
作
の
原
型
と
な
っ
た
の
が
キ
ヨ
ソ
ネ
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
で
あ
っ
た
【
図
２
】。
イ
タ
リ
ア
人
の
御
雇
技
師
キ
ヨ
ソ
ネ
は
明
治
八
年
か
ら
明
治
二
四
年
ま
で
大
蔵
省
印
刷
局
に
在
職
、
明
治
天
皇
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ら
の
肖
像
画
な
ど
で
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
明
治
一
六
(
一
八
八
三)
年
に
キ
ヨ
ソ
ネ
が
西
郷
の
肖
像
画
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
描
か
れ
た
キ
ヨ
ソ
ネ
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
に
つ
い
て
、
西
郷
菊
次
郎
は
｢
ソ
レ
は
額
は
誰
目
や
鼻
や
口
は
誰
と
い
ふ
様
に
、
一
々
兄
弟
や
、
近
親
の
顔
の
一
部
分
宛
ツ
ギ
ハ
ギ
し
て
、
ど
う
や
ら
父
の
俤
に
似
た
も
の
が
出
来
た｣
と
述
べ
て
お
り
(
)
、
弟
の
西
郷
従
道
や
大
山
巌
ら
、
兄
弟
親
族
の
顔
の
一
部
を
組
合
わ
せ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
三
、
光
永
眠
雷｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
の
成
立
と
政
治
的
背
景
西
郷
銅
像
の
原
型
と
な
っ
た
キ
ヨ
ソ
ネ
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
に
対
し
て
、
反
発
し
た
の
が
熊
本
県
出
身
の
洋
画
家
光
永
眠
雷
で
あ
っ
た
。
光
永
は
明
治
一
三(
一
八
八
〇)
年
に
東
京
工
部
大
学
校
教
授
ジ
ケ
ロ
ー
に
入
門
し
、
洋
画
を
習
得
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
一
七
(
一
八
八
四)
年
に
光
永
は
印
刷
局
御
雇
キ
ヨ
ソ
ネ
の
下
で
油
絵
を
研
究
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
永
は
キ
ヨ
ソ
ネ
が
描
い
た
西
郷
の
肖
像
を
｢
実
は
『
西
洋
人
た
る
南
洲
翁』
と
で
も
い
ふ
べ
き
画
で
あ
つ
て
、
日
本
人
た
る
南
洲
翁
の
肖
像
で
は
無
か
つ
た
の
で
あ
る｣
と
批
判
し
て
お
り
、｢
南
洲
翁
の
真
像
を
大
成
す
る｣
決
意
を
固
め
た
と
さ
れ
る
(
)
。
そ
の
後
、
光
永
は
明
治
三
七
年
に
上
京
し
、
政
界
を
引
退
し
て
い
た
板
垣
退
助
を
訪
問
、
板
垣
の
勧
め
を
受
け
る
形
で
西
郷
の
肖
像
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
九
年
二
月
、
板
垣
と
大
山
巌
が
両
者
の
眼
中
に
残
る
西
郷
の
肖
像
を
某
画
伯
(
光
永)
に
描
か
せ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
(
)
。
同
年
五
月
三
〇
日
、
板
垣
は
光
永
と
西
郷
侯
爵
邸
を
訪
問
、
隆
盛
未
亡
人
イ
ト
、
従
道
未
亡
人
、
上
村
彦
之
丞
海
軍
大
将
ら
と
面
談
し
、
彼
ら
の
意
見
を
受
け
て
西
郷
の
肖
像
を
修
正
し
た
(
)
。
そ
の
修
正
作
業
は
｢
其
の
親
し
く
教
へ
ら
れ
し
所
を
参
照
し
て
描
き
、
描
き
し
所
の
肖
像
に
就
き
て
更
に
批
評
を
請
ひ
、
批
評
せ
ら
る
ゝ
所
に
徴
し
て
更
に
似
ざ
る
点
を
正
た
(
マ
マ)
し
た｣
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
光
永
は
西
郷
の
縁
戚
や
関
係
者
を
訪
問
し
な
が
ら
、
教
え
ら
れ
た
点
を
参
考
に
し
て
描
き
、
さ
ら
に
彼
ら
の
批
判
を
得
て
容
貌
の
異
な
る
点
を
修
正
し
て
完
成
に
近
づ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
明
治
四
〇
年
一
一
月
、
光
永
の
描
い
た
西
郷
の
肖
像
は
｢
最
も
能
く
真
を
得
た
り｣
と
評
価
さ
れ
、
板
垣
や
西
郷
家
、
関
係
者
か
ら
西
郷
の
｢
真
像｣
と
の
評
価
を
受
け
た
(
)
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
二
八
日
、
西
郷
家
よ
り
大
山
巌
の
手
を
経
て
宮
内
省
に
献
上
さ
れ
た
が
、
一
度
下
げ
渡
し
と
な
り
、
翌
四
一
年
一
二
月
九
日
に
明
治
天
皇
に
｢
献
納
済
み｣
と
214
な
っ
た
(
)
。
さ
ら
に
、
明
治
四
三
(
一
九
一
〇)
年
九
月
、
日
韓
合
邦
(
日
韓
併
合)
記
念
と
し
て
東
京
神
田
今
川
橋
青
雲
堂
が
光
永
の
描
い
た
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
の
写
真
版
を
印
刷
・
発
行
し
、｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
頒
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。
そ
れ
が
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
の
光
永
眠
雷
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
【
図
３
】
で
あ
る
(
)
。｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
の
上
に
は
天
皇
が
見
た
こ
と
を
示
す
｢
賜
天
覧｣
の
文
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
永
の
跋
文
が
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
の
下
部
に
あ
り
、｢
賜
天
覧｣
の
文
字
と
光
永
の
跋
文
の
間
に
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
配
置
さ
れ
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
光
永
眠
雷
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
の
跋
文
は
西
郷
を
｢
翁
夙
ニ
世
界
ノ
形
勢
ヲ
達
観
シ
中
興
ノ
宏
謨
ニ
尽
瘁
シ
維
新
ノ
大
業
既
ニ
成
ル
ヤ
更
ニ
大
陸
ニ
向
ツ
テ
大
抱
負
ヲ
試
ン
ト
ス｣
と
し
、
明
治
維
新
の
功
績
と
征
韓
論
の
｢
大
抱
負｣
か
ら
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
西
南
戦
争
の
経
緯
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
、｢
時
利
ア
ラ
ス
悠
然
ト
シ
テ
逝
ク｣
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
維
新
の
元
勲
、
征
韓
論
＝
大
陸
進
出
の
先
駆
者
と
し
て
の
評
価
が
際
だ
っ
て
い
る
。
で
は
、
板
垣
退
助
が
光
永
眠
雷
に
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
を
描
か
せ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
板
垣
は
上
野
の
西
郷
銅
像
が
生
前
の
西
郷
の
顔
と
違
っ
て
い
る
と
し
て
、
違
和
感
を
示
し
て
い
た
。
板
垣
は
｢
斯
様
な
真
像
は
一
あ
ッ
テ
二
な
き
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
ど
う
か
之
(
光
永
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
―
筆
者
注)
を
以
て
上
野
の
銅
像
を
改
鋳
す
る
ま
で
に
運
び
た
い
と
思
ッ
て
居
り
ま
す｣
と
ま
で
発
言
し
て
お
り
、
生
前
の
｢
西
郷
真
像｣
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
理
由
と
し
て
、
板
垣
退
助
監
修
『
自
由
党
史』
と
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
自
由
党
史』
と
は
、
自
由
民
権
運
動
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
歴
史
書
で
あ
り
、
日
韓
併
合
と
同
じ
明
治
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
板
垣
は
明
治
三
二
年
の
政
界
引
退
後
の
仕
事
と
し
て
、｢
自
由
党
史
及
び
南
洲
肖
像
を
成
す
を
以
て
自
己
一
生
の
事
業
と
定
め
居
る｣
と
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
(
)
。な
ぜ
、
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
を
描
い
た
板
垣
監
修
『
自
由
党
史』
と
西
郷
の
肖
像
が
関
係
す
る
の
か
。
そ
れ
は
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【
図
４
】
の
よ
う
に
、『
自
由
党
史』
上
巻
の
口
絵
巻
頭
に
光
永
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
)
。『
自
由
党
史』
で
は
主
た
る
登
場
人
物
の
顔
写
真
や
肖
像
画
が
上
・
下
巻
の
口
絵
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
順
番
と
写
真
・
肖
像
画
の
大
き
さ
が
自
由
民
権
運
動
で
活
躍
し
た
人
物
の
序
列
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
な
ら
ば
元
自
由
党
総
理
で
あ
る
板
垣
が
一
頁
目
の
筈
で
あ
る
が
、
板
垣
は
二
頁
目
【
図
５
】
で
あ
り
、
西
郷
が
一
頁
目
に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
板
垣
が
光
永
に
西
郷
の
肖
像
を
描
か
せ
た
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
拙
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
要
約
し
て
説
明
す
る
(
)
。
第
一
の
理
由
は
、
板
垣
が
西
郷
を
征
韓
論
の
同
志
と
し
て
捉
え
、
明
治
六
年
政
変
を
自
由
民
権
運
動
の
出
発
点
と
す
る
歴
史
観
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
板
垣
は
｢
西
郷
南
洲
と
予
と
の
関
係｣
で
、
韓
国
併
合
は
そ
も
そ
も
板
垣
や
西
郷
が
唱
え
た
明
治
六
年
の
｢
征
韓
論｣
の
趣
旨
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、｢
則
ち
征
韓
論
は
維
新
の
初
め
よ
り
我
邦
の
国
是｣
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
(
)
。
つ
ま
り
、
板
垣
は
西
郷
を
大
陸
進
出
の
先
駆
者
と
し
て
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
板
垣
は
｢
吾
々
征
韓
論
者
は
徹
頭
徹
尾
我
が
議
論
が
宜
し
い｣
と
、
自
ら
と
西
郷
の
｢
征
韓
論｣
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
お
り
、
明
治
六
年
政
変
を
重
視
す
る
歴
史
観
を
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
第
二
の
理
由
は
、
板
垣
が
西
郷
を
｢
民
選
議
院
論
者｣
と
し
て
評
価
し
た
点
に
あ
る
。『
自
由
党
史』
で
は
板
垣
退
助
・
江
藤
新
平
ら
明
治
六
年
政
変
で
下
野
し
た
前
参
議
た
ち
を
中
心
と
す
る
八
名
が
政
府
専
制
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の
弊
害
を
批
判
し
、
民
選
議
院
の
開
設
を
要
請
し
た
民
選
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
に
つ
い
て
特
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
民
選
議
院
設
立
建
白
書
に
西
郷
は
署
名
し
て
い
な
い
が
、
板
垣
は
『
自
由
党
史』
で
西
郷
も
民
選
議
院
設
立
に
同
意
し
た
と
し
て
、
西
郷
も
｢
亦
た
民
選
議
院
論
者
の
一
人｣
と
す
る
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
板
垣
が
征
韓
論
の
同
志
・｢
民
選
議
院
論
者｣
と
し
て
西
郷
を
高
く
評
価
し
た
た
め
に
、
光
永
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
描
か
れ
、『
自
由
党
史』
の
口
絵
巻
頭
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
西
郷
隆
盛
銅
像
が
な
ぜ
宮
城
前
か
ら
上
野
公
園
に
移
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
上
で
、
上
野
の
西
郷
銅
像
建
設
後
に
描
か
れ
た
、
光
永
眠
雷
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
と
そ
れ
が
描
か
れ
た
政
治
的
背
景
や
歴
史
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
治
三
一
年
に
上
野
公
園
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
西
郷
隆
盛
銅
像
は
元
々
宮
城
前
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
郷
隆
盛
は
明
治
維
新
政
府
の
参
議
、
陸
軍
大
将
、
明
治
維
新
の
立
役
者
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
の
首
謀
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
度
は
宮
城
前
に
建
設
を
許
可
し
た
宮
内
省
内
か
ら
も
反
発
の
声
が
上
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
長
州
藩
出
身
の
皇
太
后
宮
大
夫
杉
孫
七
郎
で
あ
っ
た
。
杉
は
西
南
戦
争
の
首
謀
者
西
郷
を
｢
維
新
之
功
臣｣
と
同
列
視
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
、
明
治
二
五
年
一
月
に
銅
像
発
起
人
総
代
の
九
鬼
隆
一
と
面
会
し
、
九
鬼
か
ら
西
郷
銅
像
の｢
西
城
下
ハ
差
止｣
と
の
確
約
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
西
郷
の
銅
像
は
明
治
二
五
年
一
二
月
八
日
に
宮
城
正
門
外
の
設
置
許
可
が
取
り
消
さ
れ
、
翌
年
四
月
一
三
日
に
上
野
公
園
へ
の
設
置
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
紆
余
曲
折
の
末
に
上
野
に
建
設
さ
れ
た
西
郷
銅
像
は
生
前
の
西
郷
と
似
て
い
な
い
な
ど
の
批
判
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
熊
本
県
出
身
の
洋
画
家
光
永
眠
雷
は
西
郷
の
写
真
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
西
郷
銅
像
の
原
型
と
な
っ
た
キ
ヨ
ソ
ネ
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
に
対
し
て
も
｢
西
洋
人
た
る
南
洲
翁｣
と
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
光
永
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
執
筆
に
協
力
し
た
の
が
板
垣
退
助
で
あ
り
、
板
垣
は
自
ら
が
監
修
し
た
『
自
由
党
史』
の
口
絵
巻
頭
に
光
永
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
を
掲
載
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
板
垣
が
西
郷
を
征
韓
論
の
同
志
、｢
民
選
議
院
論
者｣
と
し
て
高
く
評
価
す
る
歴
史
観
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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(
１)
青
木
茂
｢
上
野
の
山
の
西
郷
さ
ん
よ
り
発
し
た
連
想
的
絵
画
論｣
(『
伝
統
と
現
代』
四
七
号
、
一
九
七
七
年)
。
(
２)
吉
田
千
鶴
子
｢
西
郷
隆
盛
の
銅
像｣
(『
う
え
の』
三
六
九
号
、
一
九
九
〇
年)
、
同
｢
西
郷
さ
ん
の
愛
犬｣
(『
う
え
の』
四
一
七
号
、
一
九
九
四
年)
。
(
３)
田
中
修
二
『
近
代
日
本
最
初
の
彫
刻
家』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年)
Ⅲ
―
３
。
(
４)
恵
美
千
鶴
子
｢
西
郷
隆
盛
銅
像
考
―
そ
の
建
設
過
程
を
中
心
に
―｣
(『
文
化
資
源
学』
三
号
、
二
〇
〇
五
年)
。
(
５)
恵
美
論
文
を
参
照
し
、
西
郷
隆
盛
銅
像
の
建
設
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
研
究
と
し
て
、
平
瀬
礼
太
『
銅
像
受
難
の
近
代』
(
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年)
、
木
下
直
之
『
銅
像
時
代
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
彫
刻
史
―』
(
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(
６)
村
野
守
治
｢
西
南
戦
争
錦
絵
に
つ
い
て
―
鹿
児
島
県
立
図
書
館
・
鹿
児
島
市
立
美
術
館
所
蔵
―｣
(『
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要』
一
七
号
、
一
九
八
二
年)
。
(
７)
前
掲
田
中
書
Ⅲ
―
３
一
一
二
〜
一
一
六
頁
。
(
８)
前
掲
恵
美
論
文
七
〇
〜
七
三
頁
参
照
。
(
９)
｢
西
郷
隆
盛
銅
像
宮
城
正
門
外
ニ
建
設
方
聴
許
ノ
処
詮
議
ニ
依
リ
取
消
シ
更
ニ
上
野
公
園
地
内
ニ
於
テ
場
所
選
定
出
願
ノ
儀
東
京
府
ヘ
達
ノ
件｣
(『
明
治
廿
五
年
重
要
雑
録
総
務
課』
一
六
号
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
所
蔵)
及
び
｢
宮
城
正
門
外
ニ
贈
正
三
位
西
郷
隆
盛
銅
像
建
設
ノ
件
ニ
付
宮
内
大
臣
ヨ
リ
指
令
ノ
件｣
(
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
(『
明
治
廿
五
年
普
通
第
一
種
稟
申
録
第
二
課』
一
〇
所
収)
。
(
)
前
掲
｢
西
郷
隆
盛
銅
像
宮
城
正
門
外
ニ
建
設
方
聴
許
ノ
処
詮
議
ニ
依
リ
取
消
シ
更
ニ
上
野
公
園
内
ニ
於
テ
場
所
選
定
出
願
ノ
儀
東
京
府
ヘ
達
ノ
件｣
。
(
)
前
掲
恵
美
論
文
七
二
〜
七
三
頁
参
照
。
(
)
前
掲
恵
美
論
文
七
二
頁
お
よ
び
井
上
毅
｢
特
別
召
集
議
会
に
処
す
る
意
見
二
通｣
(
平
塚
篤
校
訂
『
秘
書
類
纂
帝
国
議
会
資
料』
下
巻
[
秘
書
類
纂
刊
行
会
、
一
九
三
五
年]
所
収
四
三
〜
四
四
頁)
。
(
)
前
掲
恵
美
論
文
七
二
頁
お
よ
び
『
読
売
新
聞』
明
治
二
五
年
四
月
二
四
日
号
社
説
｢
元
寇
紀
念
碑
と
西
郷
隆
盛
の
銅
像｣
。
(
)
明
治
二
五
年
一
月
九
日
付
花
房
義
質
宛
杉
孫
七
郎
書
簡
(
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
｢
花
房
端
連
・
義
質
関
係
資
料｣
七
八
七)
。
な
お
、
杉
は
書
簡
の
追
伸
で
西
南
戦
争
に
際
し
て
｢
西
郷
ノ
心
事
ハ
可
悲
可
憐
当
時
西○
郷○
隆○
盛○
叛○
天○
皇○
震○
怒○
ノ
字
ハ
摩
滅
ス
ヘ
カ
ラ
ズ｣
と
付
記
し
て
お
り
、
西
郷
に
好
意
的
だ
っ
た
と
さ
れ
る
明
治
天
皇
の
｢
震
怒｣
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
(
)
明
治
(
二
五)
年
一
月
一
四
日
付
花
房
義
質
宛
杉
孫
七
郎
書
簡
(
前
掲
｢
花
房
端
連
・
義
質
関
係
資
料｣
七
八
八)
。
こ
う
し
た
交
渉
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
宮
中
顧
問
官
を
兼
任
し
、
宮
内
省
と
接
点
を
持
つ
九
鬼
の
政
治
的
位
置
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
)
年
月
不
詳
二
六
日
付
杉
孫
七
郎
宛
九
鬼
隆
一
書
簡
(
東
京
都
立
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
｢
花
房
義
質
関
係
文
書
[
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム]｣
八
九
―
二
六)
。
九
鬼
隆
一
は
第
一
次
松
方
正
義
内
閣
が
臨
ん
だ
第
二
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回
総
選
挙
(
明
治
二
五
年
二
月
一
五
日)
の
選
挙
干
渉
を
側
面
か
ら
指
揮
・
支
援
す
る
た
め
、
一
月
一
五
日
に
京
阪
神
地
方
に
出
張
、
二
月
一
七
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
に
は
｢
先
比
(
一
月
出
発
前)
申
上
候｣
の
文
言
が
あ
り
、
ま
た
西
郷
銅
像
に
関
す
る
内
容
か
ら
明
治
二
五
年
一
月
以
降
に
出
さ
れ
た
書
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
(
佐
々
木
隆
｢
干
渉
選
挙
再
考｣
[『
日
本
歴
史』
三
九
五
号
、
一
九
八
一
年]
五
八
〜
六
〇
頁)
。
(
)
こ
の
時
の
西
郷
隆
盛
銅
像
除
幕
式
に
つ
い
て
は
、
島
津
久
敬
｢
西
郷
隆
盛
の
顔
を
全
調
査
す
る｣
(
芳
即
正
編
著
『
大
西
郷
謎
の
顔』
[
著
作
社
、
一
九
八
九
年]
所
収
六
七
〜
七
〇
頁)
、
日
本
放
送
協
会
編
集
『
大
西
郷
の
謎』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
九
年)
六
四
〜
六
六
頁
。
(
)
樺
山
愛
輔
『
父
、
樺
山
資
紀』
(
大
空
社
、
一
九
八
八
年)
一
四
九
〜
一
五
一
頁
。
(
)
『
中
央
新
聞』
明
治
三
二
年
四
月
二
七
日
、
四
月
二
九
日
号
雑
報
｢
名
匠
苦
心
譚｣
。
鋳
造
を
担
当
し
た
岡
崎
雪
声
も
、
高
村
が
西
郷
銅
像
の
制
作
に
際
し
て
、
西
郷
の
写
真
が
な
く
、
生
前
の
肖
像
を
知
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、｢
元
印
刷
局
御
雇
キ
ヨ
ソ
ネ
氏
の
石
版
画
を
根
拠
と
し
て
翁
が
生
前
の
知
己
親
戚
に
付
き
一
々
其
の
好
否
を
問｣
う
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
(『
国
民
新
聞』
明
治
三
一
年
一
二
月
一
八
日
号
雑
報
｢
岡
崎
雪
声
氏
の
西
郷
銅
像
鋳
造
談｣)
。
(
)
『
土
陽
新
聞』
明
治
三
九
年
六
月
五
日
号
雑
報
｢
老
西
郷
の
面
影
(
板
垣
伯
の
談)｣
(
上)
。
(
)
明
治
五
年
、
岩
倉
使
節
団
に
随
行
中
で
あ
っ
た
西
郷
の
盟
友
大
久
保
利
通
が
ア
メ
リ
カ
で
撮
影
し
た
写
真
を
西
郷
に
送
付
し
た
際
、
西
郷
は
｢
尚
々
貴
兄
の
写
真
参
候
処
、
如
何
に
も
醜
体
を
極
候
間
、
も
ふ
は
写
真
取
は
御
取
止
可
被
下
候
。
誠
御
気
の
毒
千
万
に
御
座
候｣
と
返
書
し
て
お
り
、
大
久
保
に
対
し
て
写
真
撮
影
を
取
り
や
め
る
よ
う
に
勧
告
し
て
い
る
(
明
治
五
年
二
月
一
五
日
付
大
久
保
利
通
宛
西
郷
隆
盛
書
簡
[
大
川
信
義
編
『
大
西
郷
全
集』
二
巻
(
大
西
郷
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
七
年)
五
八
六
〜
六
〇
四
頁)
。
こ
の
書
簡
は
西
郷
が
写
真
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
(
)
西
郷
菊
次
郎
｢
思
ひ
出
づ
る
ま
ゝ｣
(『
日
本
及
日
本
人』
臨
時
増
刊
南
洲
号
、
明
治
四
三
年
九
月
二
四
日)
(
)
注
(
)
と
同
じ
。
(
)
注
(
)
と
同
じ
。
な
お
、
西
郷
銅
像
の
作
成
に
際
し
て
は
、
西
郷
従
道
の
写
真
や
西
郷
が
維
新
期
に
着
用
し
た
衣
冠
な
ど
も
参
考
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
(『
時
事
新
報』
明
治
二
六
年
六
月
一
日
号
雑
報
｢
故
西
郷
翁
の
銅
像｣)
。
(
	)
光
永
眠
雷
｢
南
洲
翁
肖
像
を
描
き
し
径
路｣
(
前
掲
『
日
本
及
日
本
人』
臨
時
増
刊
南
洲
号)
。
な
お
、
光
永
は
明
治
一
九
年
に
鹿
児
島
の
大
龍
学
校
の
絵
画
教
師
と
な
り
、
西
郷
像
の
資
料
を
収
集
し
た
後
、
明
治
二
七
年
大
龍
学
校
を
辞
職
、
九
州
、
中
国
、
関
西
各
地
を
漫
遊
し
た
と
さ
れ
る
。
(

)
『
土
陽
新
聞』
明
治
三
九
年
二
月
一
四
日
号
雑
報
｢
板
伯
と
老
西
郷｣
。
(
)
『
東
京
朝
日
新
聞』
明
治
三
九
年
六
月
一
日
号
雑
報
｢
板
垣
伯
と
南
洲
画
像｣
。
(
)
注
(
	)
と
同
じ
。
な
お
、
明
治
四
〇
年
二
月
一
七
日
、
板
垣
伯
寿
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筵
答
礼
園
遊
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
席
上
、
板
垣
が
食
堂
に
｢
半
ば
出
来｣
し
た
｢
大
西
郷
の
油
絵｣
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
観
覧
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
｢
大
西
郷
の
油
絵｣
は
光
永
が
作
成
中
で
あ
っ
た
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
と
考
え
ら
れ
る
(『
土
陽
新
聞』
明
治
四
〇
年
二
月
二
〇
日
号
雑
報
｢
板
垣
伯
の
園
遊
会｣)
。
(
)
注
(
)
と
同
じ
。
(
)
｢
六
尺
の
筆
を
以
て
画
く
光
永
眠
雷
氏｣
(『
東
京
エ
コ
ー』
二
巻
二
号
、
明
治
四
二
年
一
月
一
五
日)
、
明
治
四
一
年
一
二
月
九
日
付
大
山
巌
宛
田
中
光
顕
書
簡
写
(
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
｢
賀
陽
郡
川
入
村
犬
養
家
資
料｣
二
〇
〇
五
、｢
光
永
眠
雷
筆
西
郷
隆
盛
画
像
(
印
刷)｣
表
紙)
。
(
)
『
読
売
新
聞』
明
治
四
三
年
九
月
八
日
号
雑
報
｢
西
郷
南
洲
の
肖
像｣
、
『
東
京
朝
日
新
聞』
明
治
四
三
年
九
月
八
日
号
雑
報
｢
西
郷
隆
盛
肖
像
発
行｣
。
(
)
光
永
眠
雷
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
(
前
掲
｢
光
永
眠
雷
筆
西
郷
隆
盛
画
像
(
印
刷)｣)
。
前
掲
『
日
本
及
日
本
人』
臨
時
増
刊
南
洲
号
の
口
絵
に
も
、
光
永
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
と
キ
ヨ
ソ
ネ
の
｢
西
郷
隆
盛
肖
像｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
)
『
土
陽
新
聞』
明
治
三
九
年
六
月
六
日
号
雑
報
｢
老
西
郷
の
面
影
(
板
垣
伯
の
談)｣
(
下)
。
(
)
注
(
)
と
同
じ
。
(
)
板
垣
退
助
監
修
、
宇
田
友
猪
、
和
田
三
郎
編
纂
『
自
由
党
史』
上
巻
(
五
車
楼
、
明
治
四
三
年)
、
口
絵
一
頁
。
(
	)
拙
稿
｢
土
佐
派
の
『
明
治
維
新
観』
形
成
と
『
自
由
党
史』
―
西
郷
隆
盛
・
江
藤
新
平
像
の
形
成
過
程
を
中
心
に
―｣
(『
明
治
維
新
史
研
究』
六
号
、
二
〇
〇
九
年)
。
(

)
板
垣
退
助
｢
西
郷
南
洲
と
予
と
の
関
係｣
(
前
掲
『
日
本
及
日
本
人』
臨
時
増
刊
南
洲
号)
。
(
)
板
垣
退
助
｢
征
韓
論
の
真
相｣
(『
日
本
及
日
本
人』
五
四
四
号
、
｢
南
洲
祭
紀
念
講
演
集｣
、
明
治
四
三
年
一
〇
月
一
五
日)
。
(
)
前
掲
『
自
由
党
史』
上
巻
七
四
〜
七
五
頁
。
(
付
記)
本
稿
作
成
に
つ
き
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
都
公
文
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
、
立
命
館
大
学
図
書
館
修
学
館
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
関
係
各
位
よ
り
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
(
文
学
部
准
教
授)
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